


wam

 

 

wamは、「女性国際戦犯法廷」（2000年、東京）から 20年の節目にあたって、 

2020年 9月から天皇制由来の「祝日」のうち 4日間を「祝わない」ために開館することにしました。 

天皇の戦争責任・植民地支配責任を問い、天皇制を維持してきた責任を見つめなおすために、 

タブーなく天皇制について議論できる「場」をつくっていきます。 

 

■これまでのセミナー 

第1回 2020 年 11月 3日 

テーマ：叙勲・お言葉・思いやり…天皇と「国民」を結ぶもの―「明治節」に考える― 

お 話：池田浩士さん（京都大学元教員） 

 

第2回 2021 年 2月 11日 

テーマ：桜の国の悲しみ、菊の国への抗い―「紀元節」に伝えておきたいこと 

お 話：石川逸子さん（詩人） 

 

第3回 2021 年 2月 23日 

テーマ：「歌会始」が強化する天皇制―序列化される文芸・文化 

お 話：内野光子さん（歌人） 

 

第4回 2021 年 4月 29日 

テーマ：「昭和の日」に記憶する天皇の戦争責任～近年の研究成果から学ぶ 

お 話：山田朗さん（明治大学平和教育登戸研究所資料館館長） 

 

第5回 2021 年 11月 3日 

テーマ：近代天皇と家族の表象 

お 話：北原恵さん（大阪大学元教員） 

 

第６回 2022年 2月 11日 

テーマ：近代天皇制がつくってきた差別―水平社宣言から100年を機に考える 

お 話：黒川みどりさん（静岡大学教員） 

 

第7回 2022 年 4月 29日 

テーマ：天皇と戸籍 

お 話：遠藤正敬さん（非常勤講師、早稲田大学台湾研究所非常勤次席研究員） 
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